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改
正
社
会
福
祉
法
に
つ
い
て

　

昨
年
度
国
会
で
審
議
可
決
さ
れ
た
改
正
社
会
福

祉
法
は
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
に
大
き
な
変
革
を

求
め
る
波
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
法
人
の
組
織
体
制
や
事
業
執

行
に
つ
い
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
が
明
確
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
従
来
以
上
の
資
源
投
下
を
行
い
、
介
護
や
福
祉

の
既
存
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
た
地
域
貢
献
を
行
う
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
大
き
な
変
化
に
当
法

人
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

楽
友
会
で
は
こ
う
し
た
変
革
期
に
お
い
て
も
安

定
し
た
事
業
運
営
と
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
法
人
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
５
カ
年
経
営
計

画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
単
年
度
ご
と

の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
達
成
に
む
け

た
取
組
み
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
「
お
お
ぞ
ら
」
で
は
、
法
人
及
び
各
施

設
事
業
所
の
今
年
度
事
業
計
画
か
ら
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

《
法
人
基
本
方
針
》

　

経
営
理
念
に
則
り
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た

将
来
の
イ
メ
ー
ジ
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
る
た
め

に
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
以
下

の
基
本
方
針
を
も
と
に
法
人
及
び
各
施
設
事
業
所

の
運
営
に
取
り
組
む
。

（
１
）
介
護
や
福
祉
の
総
合
商
社
を
目
指
し
人
と

　
　

 
人
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ
た
め
に
、
地
域
福
祉          

　
　

 

の
充
実
増
進
に
取
り
組
む
。

（
２
）
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
介
護
や
福

　
　

 

祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
地

　
　

 

域
関
係
者
、
関
係
機
関
、
行
政
と
共
に
積

　
　

 

極
的
に
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
３
）
多
摩
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
を
リ
ー

　
　

 

ド
す
る
法
人
と
な
る
た
め
に
、
施
設
サ
ー

　
　

 

ビ
ス
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
共
に
サ
ー
ビ
ス
品

　
　

 

質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

（
４
）
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
に
取
り
組
む
。

（
５
）
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
身
近
な
法
人
と
な

　
　

る
た
め
に
、
情
報
公
開
に
努
め
地
域
と
の
交

　
　

流
を
推
進
す
る
。

2

平
成
28
年
度　

楽
友
会　

事
業
計
画

3

法
人
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
な
が
る
最
初
の
一
歩
。
今
後
の
当
法
人
を
左
右
す
る
重
要
な
局
面
。

人
と
人
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ

楽友会

←

←

〇地域福祉の充実・
　増進に取り組む

←←

〇地域関係者・
　関係機関・行政と
　連携し、地域の課題
　に取り組む

〇施設サービス
〇在宅サービス
〇相談事業

サービスの質の向上

〇情報公開
行政・関係機関等

地域住民

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

白
楽
荘

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
短
期
入
所
生
活
介
護
）

《
基
本
方
針
》

①
「
人
と
人
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ
」
た
め
に
、
ご
利

　

用
者
、
ご
家
族
、
地
域
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る

　

確
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

②
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
と
し
て
、
法
人
長
期
ビ

　

ジ
ョ
ン
に
よ
り
示
さ
れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

　

ト
と
し
て
の
役
割
を
重
視
し
、
行
政
、
医
療
機

　

関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
要
介
護

　

者
の
保
護
と
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
に
取
り
組

　

ん
で
い
く
。

③
ケ
ア
ワ
ー
ク
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
等
の
福
祉

　

専
門
職
と
し
て
の
専
門
性
を
更
に
高
め
、
誰
も

　

が
安
心
し
て
最
期
ま
で
過
ご
せ
る
終
の
棲
家
と

　

し
て
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
個
別
性
を
重
視
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

（
２
）
医
療
的
に
重
度
化
し
て
い
る
ご
利
用
者
へ

　
　

 

の
支
援
。

（
３
）
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

（
４
）
生
活
環
境
の
改
善

（
５
）
地
域
と
の
連
携

多
摩
市
白
楽
荘
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

通
所
介
護
事
業
所　

《
基
本
方
針
》

①
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
「
通
所
介
護
を
選
ぶ

　

な
ら
白
楽
荘
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

　

標
に
、
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
通

　

所
介
護
事
業
所
で
あ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
た

　

め
に
地
域
と
の
交
流
や
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的

　

に
取
り
組
む
。

②
個
々
の
ご
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
要
支
援

　

の
方
、
中
重
度
の
方
、
認
知
症
の
方
等
そ
れ
ぞ

　

れ
の
ご
利
用
者
の
心
身
機
能
力
・
生
活
機
能
力
・

　

社
会
参
加
力
を
意
識
し
た
生
活
訓
練
活
動
を
多

　

種
多
様
に
提
供
す
る
。

③
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
保
険
者

　

か
ら
の
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
み
な
し
事

　

業
所
と
し
て
事
業
を
継
続
し
、
介
護
予
防
へ
の

　

取
り
組
み
を
図
る
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
ご
利
用
者
の
自
立
支
援
や
個
別
ニ
ー
ズ
に

　
　

 

目
を
向
け
た
介
護
の
多
様
化

（
２
）
地
域
交
流
の
推
進

多
摩
市
白
楽
荘
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

《
基
本
方
針
》

①
個
々
の
ご
利
用
者
の
能
力
に
目
を
向
け
、
そ
れ

　

を
伸
ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
で
き
る
こ
と
」
「
や

　

り
た
い
こ
と
」
を
尊
重
し
、
ご
利
用
者
の
「
自

　

信
」
に
繋
げ
る
支
援
を
目
指
す
。

②
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
よ
い
ま
ち
で
あ
る
た

　

め
に
、
地
域
住
民
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

　

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
及
び
事
業
所
を
知
っ
て

　

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
運
営
推
進
会
議
の
開

　

催
及
び
各
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
に
取
り
組

　

む
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
個
々
の
生
活
を
重
視
し
た
専
門
性
の
高
い

　
　

 

支
援
の
多
様
化

（
２
）
ご
利
用
者
の
個
々
の
特
性
に
配
慮
し
た
活

　
　

 

動
の
充
実

（
３
）
地
域
交
流
の
促
進



地域活動「わくわくキッチン」陶芸クラブの様子

機能訓練

多
摩
市
白
楽
荘
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

訪
問
介
護
事
業
所

《
基
本
方
針
》

　

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
白
楽
荘

訪
問
介
護
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ご

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
速
や
か
に
対
応

し
、
専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。
ま
た
、
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
保
険
者
か
ら
の
情
報
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
み
な
し
事
業
所
と
し
て
事
業
を
継
続
し
、

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
図
る
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
専
門
性
を
よ
り
高
め
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

　
　

 

の
提
供

（
２
）
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
職
員
の
専
門
性
を
高

　
　

 

め
る

（
３
）
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
４
）
関
係
機
関
と
の
連
携
・
地
域
と
の
交
流
の

　
　

 

充
実

（
５
）
新
規
利
用
者
獲
得

白
楽
荘
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

《
基
本
方
針
》

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
長
く
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
自
立
し
た
生
活
に
目
を
向

け
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
の
円
滑
か
つ
適
切
な
運
営
及
び
事
業
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

（
２
）
職
員
研
修
の
充
実

（
３
）
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
４
）
事
業
拡
充

（
５
）
関
係
機
関
と
の
連
携
・
交
流
を
深
め
る

 

多
摩
市
多
摩
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

《
基
本
方
針
》

　

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
中
核
機
関
と

し
て
、
保
健
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
関
係
機
関
の

多
職
種
連
携
体
制
や
地
域
住
民
の
「
互
助
」「
共
助
」

に
お
け
る
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に
南
野
２
～
３
丁
目
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
身
近

な
地
域
で
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
し
て

い
く
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整

し
て
い
く
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
に
市
直
営
で
設

置
さ
れ
た
基
幹
型
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
図
り
、
地
域
支
援
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
２
）
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

（
３
）
認
知
症
総
合
施
策
推
進
事
業

4

納
涼
祭

日
時　

7
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

18
：
30
～

場
所　

楽
友
会

今
年
も
模
擬
店
多
数
出
店

し
ま
す
!!

楽
友
会　

納
涼
祭

模
擬
店
1
回
無
料
券

7
月
28
日
の
み
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

毎
年
恒
例

花
火
も
お
楽
し
み
に
♪

内
容
が
決
ま
り
次
第
、
ポ
ス
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

：：

きりとり

5

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型　

偕
楽
荘　

《
基
本
方
針
》

①
自
立
し
た
生
活
を
ご
利
用
者
と
と
も
に
目
指
す
。

　

ご
利
用
者
、
ご
家
族
関
係
者
と
、
協
力
し
連
携

　

を
は
か
り
、
個
々
の
生
活
の
充
実
を
は
か
る
た

　

め
様
々
な
課
題
や
目
標
に
取
り
組
む
。

②
高
齢
者
が
明
る
く
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
場

　

所
と
し
て
、
ま
た
「
人
と
人
を
笑
顔
で
つ
な
ぐ
」

　

場
所
と
し
て
、
関
係
機
関
と
協
働
し
て
高
齢
者

　

参
加
型
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
取
り
組
む
。

③
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
、
元
気
で
長
寿
な
偕
楽

　

荘
を
目
指
し
、
そ
の
取
組
み
や
結
果
を
積
極
的

　

に
地
域
に
も
発
信
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
充

　

実
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

《
今
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
》

（
１
）
個
別
支
援
拡
充

（
２
）
医
療
支
援
・
看
護
支
援
強
化

（
３
）
施
設
で
の
食
生
活
充
実

（
４
）
介
護
予
防

（
５
）
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
６
）
広
報
活
動

（
７
）
地
域
活
動

自立した生活を支援



67

白楽荘
白楽荘年間行事予定

４
月　
　

観
桜
会

５
月　
　

フ
ロ
ア
行
事

ホ
ー
ム
喫
茶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
感
謝
す
る
集
い

８
月　
　

盆
供
養

・
花
火
大
会

10
月　
　

ホ
ー
ム
喫
茶

12
月　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月　
　

新
年
祝
賀
会

２
月　
　

節
分
豆
ま
き

３
月　
　

彼
岸
法
要

11
月　
　

楽
友
祭

※
青
い
文
字
は
法
人
行
事
で
す
。

観桜会

盆供養

節分

お正月

クリスマス会

アニマルセラピー

ホーム喫茶

納涼祭

フロア行事
フラダンス

毎月楽しいイベントを

開催 !! ご利用者の笑

顔に、 職員も嬉しくな

ります。

天台宗無量山観音寺の

ご住職に年３回お越し

いただきます。

昨年度は色々な種類の

ケーキやゼリーに、フルー

ツやソースなどのトッピ

ングを楽しみました。

昨年度は 90 歳以上

60 名、うち 100 歳

以上 3名。最高齢

の方はなんと 105

歳の女性でした !!

毎回テーマを決めて開催。

下の写真はサッカーワール

ドカップをコンセプトに、

様々な国の料理を楽しんで

いただきました。

今年は例年に比べ気

温が上がらなかった

為、しっかり防寒し

て出かけました。

地域の皆様に支え

られて毎年盛大な

夏祭りを行ってい

ます。

９
月　
　

長
寿
を
祝
う
会

・
彼
岸
法
要

多摩の風習に則り、お

がらをご利用者と一緒

に焚きます。

７
月　
　

納
涼
祭

迎え火 ・ 送り火

６
月

昨年度はカレーライス作り

やフレッシュジュース作り、

デザート作りやバイキング

をご家族にもお手伝いいた

だき、行いました。
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集
計
結
果　
　
　
　
　

※
回
答
率
80
％
「
」
は
ご
利
用
者
の
ご
意
見
で
す
。　

①
訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
失
礼
の
な
い
服
装
や
身
だ
し
な
み
で
訪
問
す
る
事
が
で
き

　

て
い
ま
す
か
？　
　
　
　
　

は
い
100
％　

②
訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
言
葉
遣
い
や
態
度
、
受
け
答
え
は
礼
儀
正
し
く
丁
寧
に
で

　

き
て
い
ま
す
か
？　
　
　
　

は
い
100
％　

③
訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
衛
生
面
や
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

　

が
で
き
て
い
ま
す
か
？　
　

は
い
100
％　

④
訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
・
終
了
時
の
時
間
を
守
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
い
100
％ 

 
 

⑤
訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
ご
利
用
者
・
ご
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
サ
ー

　

ビ
ス
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
は
い
100
％ 

⑥
お
困
り
の
事
等
を
気
軽
に
相
談
で
き
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
て
い
ま
す
か
？ 

　
　

 

は
い
100
％ 

 
 
 

⑦
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
契
約
・
重
要
事
項
説
明
・
制
度
改
正
説
明
等
に
つ
い

　

て
の
説
明
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
か
？

は
い 

91
％ 

い
い
え
6
％ 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
3
％ 

　

「
歳
の
せ
い
か
、
分
か
り
に
く
い
も
の
も
あ
る
」

　

「
説
明
を
受
け
た
が
、
詳
し
く
な
い
の
で
受
け
止
め
る
し
か
な
い
と
感
じ
て
い

　
　

る
」

⑧
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
不
満
や
要
望
を
言
い
や
す
い
雰
囲
気
で
す
か
？　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
い
98
％　

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
2
％ 

　

「
提
供
し
て
い
た
だ
く
立
場
で
、
不
満
な
ど
一
切
な
い
の
で
す
が
逆
に
ヘ
ル
パ
ー

　

 

さ
ん
の
要
望
も
遠
慮
な
く
聞
か
せ
て
欲
し
い
」　

⑨
訪
問
介
護
計
画
書
は
ご
利
用
者
の
状
況
や
ご
利
用
者
・
ご
家
族
の
要
望
が
反
映

　

さ
れ
て
い
ま
す
か
？　

は
い
100
％ 

 

⑩
そ
の
他
事
業
所
に
対
し
て
の
ご
意
見
を
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

　

「
行
き
過
ぎ
た
対
応
は
色
々
な
不
信
感
に
繋
が
る
。
」

　

「
長
年
お
世
話
に
な
り
、
こ
ち
ら
の
事
情
を
理
解
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

 

供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
」

　

「
誕
生
日
カ
ー
ド
を
喜
ん
で
い
た
。
」

　

「
何
か
と
手
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

　

 

す
。
」

　

「
書
類
の
提
出
が
多
く
、
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
」

　

「
良
く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
で
出
来
な
い
部
分
を
ど
う
に
か

　

 

し
て
欲
し
い
。
」

　

「
全
て
満
足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

訪問サービス

　

3
月
28
日
（
月
）
、
「
お
茶
会
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
り
、
立

礼
席
（
椅
子
に
腰
を
掛
け
て
点
前
を
す
る

茶
道
の
ス
タ
イ
ル
）
を
設
け
、
ご
利
用
者

に
も
お
茶
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
に
は
扇
と
桜
の
造
花
を
飾
り
付
け
、
箏

曲
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
、
普
段
と
は
違
っ
た

雰
囲
気
の
中
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
こ
の
他
に
も
積

極
的
に
実
習
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
交
流
の
場
に

も
な
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白楽荘通所介護　042-376-2942

白
楽
荘
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

通
所
介
護
部
門
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

白楽荘訪問介護　　042-376-1866

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

毎
月
、
そ
の
月
々
に
合
わ

せ
た
壁
面
の
作
品
を
製
作

し
て
い
ま
す
。
３
月
は
立

派
な
お
雛
様
が
完
成
し
ま

し
た
。
細
か
な
作
業
は
、

指
先
の
機
能
訓
練
に
な
る

と
と
も
に
、
手
先
を
動
か

す
こ
と
に
よ
り
、
脳
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
塗
り
絵
に
も
、
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
世
間
で
も
「
大
人
の
ぬ
り
え
」
が
流
行
し
て
い

ま
す
が
、
「
色
を
塗
る
」
と
い
う
単
純
作
業
に
よ
り
、
前

頭
葉
の
血
流
が
よ
く
な
り
、
記
憶
力
の
低
下
を
防
ぎ
、
感

情
や
思
考
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
色
に
触
れ
る
こ
と
で
、
花
を
飾
る
の
と
同
じ
癒

し
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
の
作
品
展

 

　

ご
利
用
者
及
び
ご
家
族
を
対
象
に
、
当
事
業
所
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
当
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
な
ど
に
概
ね
ご
満
足

い
た
だ
け
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
３
月
の
ヘ
ル
パ
ー
会
議
で
は
ご
利
用
者
の
自
立

支
援
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
重
要
性
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
利
用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
な
事
業
所
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

通所サービス

春
の
お
茶
会
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多摩センター地域包括支援センター　042-376-2941

白楽荘居宅介護支援事業所　042-376-4968

４
月
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

11

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
「
な
か
ま
の
会
」
代
表
の
前

田
教
恵
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

多
摩
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
中
で
、
最
も
早

い
時
期
（
昭
和
53
年
）
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
た
「
な
か
ま
の
会
」
。
当
初
は
「
在
宅
グ
ル
ー
プ
」

「
白
楽
荘
グ
ル
ー
プ
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
「
白
楽
荘
グ
ル
ー
プ
」
の
み
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
当
法
人
が
多
摩
市
連

光
寺
に
あ
っ
た
頃
か
ら
約
38
年
に
わ
た
っ
て
当
法
人

を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
は
週
に
1
回
の
シ
ー
ツ
交
換
、
月
に
2
回
の
ミ

シ
ン
掛
け
、
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
て
、
大
変
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
と
伺
う
と
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

受
け
る
よ
り
、
や
る
方
が
幸
せ
。
腰
を
痛
め
な
い
よ

う
に
工
夫
し
て
シ
ー
ツ
交
換
を
し
て
い
る
の
で
、
体

の
負
担
も
少
な
く
、
現
在
は
80
代
の
方
も
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
代
表
の
前
田
さ
ん
。
素
敵

な
笑
顔
で
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
「
悲
し
い
と
感

じ
る
の
は
、
お
元
気
だ
っ
た
ご
利
用
者
の
調
子
が
思

わ
し
く
な
い
時
。
」
ご
両
親
の
介
護
を
経
験
さ
れ
て

い
る
前
田
さ
ん
は
、
ご
利
用
者
の
こ
と
を
ご
家
族
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
時
が
経
つ

に
つ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
心
掛
け
て
き
た
家

庭
的
な
面
を
ご
利
用
者
に
感
じ
て
い
た
だ
く
の
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
職
員
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
一
緒
に
、

家
庭
的
で
、
温
か
い
介
護
を
心
掛
け
、
ご
利
用
者
の

「
笑
顔
」
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
友
会
は
、
も
う
す
ぐ
法
人
設
立
50
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
一
緒
に
、

地
域
に
親
し
ま
れ
、
頼
ら
れ
る
法
人
を
目
指
し
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

居　宅

包　括

こ
ん
に
ち
は
！

多
摩
セ
ン
タ
ー
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

 

入
職
し
て
2
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
説
明
と
相

談
し
や
す
い
関
係
づ

く
り
を
心
が
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
か
ま
の
会
」

地域の輪

楽
友
会
周
辺
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
!!

vol.4

いつもありがとう

ございます !!

　

４
月
よ
り
南
野
二
丁
目
及
び
三
丁
目
が
多
摩
セ
ン

タ
ー
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
エ
リ
ア
に
加

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
職
員
２
名
が
加
入
し

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
５
名
の
力
を
結
集
し
、
担
当
エ
リ
ア
の

皆
様
と
一
緒
に
地
域
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
個
々
の
ご
相
談
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

多
摩
市
で
は
今
年
度
よ
り
総
合
事
業
が
始
ま
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
南
野
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

「
元
気
塾
」
が
、
落
合
の
ト
ム
ハ
ウ
ス
で
は
地
域
介

護
予
防
教
室
「
落
合
元
気
く
ら
ぶ
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
体

を
動
か
す
場
所
と
機
会
を
増
や
し
、
要
介
護
に
な
ら

な
い
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
、
活
き
活
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長　

田
代
愛
子

シーツ交換
優しい笑顔 !!

 

楽
友
会
で
は
、
約
160
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
利
用

者
の
中
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
自
宅
で
歩
行
訓

練
や
体
力
回
復
に
と
日
々
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
私
も
昨
年
よ
り

通
勤
の
往
復
時
に
ひ
と
駅
分
歩
く
こ
と
と
、
週

に
2
、
3
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
体
を
動
か
し
、

皆
様
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

ご
利
用
者
の
方
々
か
ら
ご
相
談
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
も
皆
様
か
ら
刺
激

を
受
け
た
り
、
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

こ
の
春
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
異

動
し
、
５
年
ぶ
り
に
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
で

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
５
年
の
間
に
介
護

保
険
の
大
き
な
制
度
改

正
も
あ
り
、
覚
え
る
こ

と
だ
ら
け
で
毎
日
あ
た

ふ
た
し
て
い
ま
す
が
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

岡村奈央子仲村直美

牛ノ濱裕美
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偕楽荘

13

～ＭＥＮＵ～
メークインポテトと

新タマネギのスープ

豆腐の田楽

鮮魚とホタテ貝の鉄板焼き

和牛ロースステーキ

or

和牛ヒレステーキ

or

神戸牛のハンバーグ

or

オマール海老

ご飯　香の物　味噌椀

桜のアイスクリーム

偕
楽
荘　

新
入
荘
の
方
た
ち
で
す
!!

観
桜
会

端
午
の
節
句

 

今
年
は
開
花
宣
言
も
早
く
、
偕
楽
荘

で
も
例
年
よ
り
少
し
早
め
に
観
桜
会

を
計
画
し
３
月
28
日
・
29
日
の
二
日

間
で
開
催
し
ま
し
た
。
二
日
間
で
計

36
名
の
ご
利
用
者
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

 

偕
楽
荘
の
観
桜
会
と
言
え
ば
ド
ラ
イ

ブ
を
し
な
が
ら
桜
の
名
所
を
廻
る
と

言
う
の
が
定
番
。
今
年
も
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
用
意
し
、
新
小
金
井
街
道
、

玉
川
上
水
、
府
中
桜
通
り
な
ど
桜
の

名
所
を
廻
り
景
色
だ
け
で
な
く
、
会

話
も
楽
し
み
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
を
し

ま
し
た
。

 

桜
は
ま
だ
ま
だ
二
～
三
分
咲
き
で
少

し
残
念
で
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
楽

し
み
は
お
や
つ
タ
イ
ム
。
『
花
よ
り
団

子
』
と
は
良
く
言
っ
た
も
の
で
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
お
好
き
な
ス
イ
ー
ツ
を

注
文
さ
れ
春
を
満
喫
さ
れ
た
様
子
で

し
た
。

　

端
午
の
節
句
の
お
祝
い
で
、
聖
蹟

桜
ヶ
丘
の
三
笠
会
館
で
お
食
事
を
し

て
き
ま
し
た
。
シ
ェ
フ
が
目
の
前
で

焼
い
て
く
れ
る
、
ス
テ
ー
キ
や
ホ
タ

テ
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
海
老
は
な
か
な

か
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
す
！

お
味
は
勿
論
の
こ
と
、
見
た
目
、
香
り
、

ジ
ュ
ワ
～
と
い
う
音
ま
で
も
が
、
食

欲
を
そ
そ
り
、
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
家
具
が

　
　
　

入
り
ま
し
た
♪

　

偕
楽
荘
で
は
ご
利
用
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
快
適
な
空
間
づ

く
り
を
目
標
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
ソ
フ
ァ
ー
と
診
察
台
を

購
入
い
た
し
ま
し
た
。
意
外
と
待
ち

時
間
の
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
。
お

し
ゃ
べ
り
に
欠
か
せ
な
い
デ
イ
ル
ー

ム
な
ど
座
り
心
地
の
良
い
も
の
を
用

意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
診
察
台
は
高

さ
の
調
整
が
可
能
と
な
り
、
座
り
や

す
さ
も
向
上
し
ま
し
た
。
今
後
も
さ

ら
な
る
生
活
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

偕
楽
荘
を
今
月
４
月
よ
り
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
、
心
身
共

に
健
康
で
、
明
る
く
充
実
し
た
日
々

の
生
活
が
保
持
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

偕
楽
荘
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
毎
日

明
る
い
笑
顔
に
包
ま
れ
て
の
日
々
・
・
・

　

緑
美
し
い
木
立
に
囲
ま
れ
た
こ
の

土
地
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
の

個
室
で
の
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
は
、

私
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
老
い
の
人

生
に
幸
せ
な
生
活
を
約
束
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
４
月
か
ら
偕
楽
荘
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
、
外
地
か
ら
父
の
故
郷
で
あ

る
京
都
の
田
舎
へ
引
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。
引
き
上
げ
の
苦
労
で
家
族
も

亡
く
な
り
、
幸
い
息
子
が
東
京
に
勤

め
て
い
ま
す
。
私
が
30
年
近
く
も
一

人
暮
ら
し
を
し
て
、
倒
れ
た
り
、
入

院
し
た
り
で
東
京
～
京
都
で
は
大
変
。

そ
ろ
そ
ろ
東
京
へ
来
る
よ
う
に
息
子

に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
居
し
て
み
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
施
設
の
充
実
、
快
適
さ
。
食
事

の
完
璧
さ
。
職
員
の
皆
様
の
親
切
さ
。

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
物
覚
え
が
悪
く
、
人
の
名
前

も
な
か
な
か
憶
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
楽

し
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
、
偕
楽
荘
は
、
私
の
人
生
の

終
着
駅
に
と
思
い
選
び
ま
し
た
。

　

心
静
か
に
穏
や
か
な
生
活
を
夢
見

て
入
所
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
の
体
操
、
午
前
中
の
散
歩
に
、
ク

リ
ー
ン
デ
イ
（
近
隣
の
清
掃
活
動
）
。

仲
間
で
一
つ
の
事
を
達
成
す
る
喜
び

が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

ひ
な
祭
り
会
食
会
の
懐
石
料
理
や
、

観
桜
会
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
体
を
動
か
す
事
が
好
き
な
の
で
、

自
彊
術
も
毎
回
出
席
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

５
月
は
端
午
の
節
句
で
三
笠
会
館

で
の
お
食
事
、
お
菓
子
作
り
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
の

演
奏
会
も
感
激
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
平
和
な
老
後
を
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
入
居
し
て
か
ら
３
ヶ

月
が
た
ち
ま
し
た
。
季
節
も
冬
か
ら

春
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
皆
様
の
行
き
届
い
た
お
世

話
で
、
毎
日
快
適
に
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
一
番
楽
し
い
の
は
、
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
の
時
間
で
す
。
身
も
心
も
、

ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
!!
規
則
正
し
い
生

活
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、

体
の
調
子
も
良
く
、
健
康
診
断
の
結

果
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
色
々
な
行
事
や
、
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
て
、
充
実
し
た
老
後

を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山本　はるみ様

益子　深惠様

永島　昌子様

遠藤　百合子様
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腰
痛
体
操　

　

ず
っ
と
同
じ
姿
勢
で
い
る
と
、
身
体
の
筋
肉
が
こ
わ
ば
っ
て

し
ま
い
、
腰
痛
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
操
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
を
伸
ば
す

事
が
で
き
ま
す
。
腰
痛
の
改
善
や
予
防
を
か
ね
て
、
全
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

腹筋を鍛える
腕を前に伸ばし、膝にさわるように肩を上げて、起き
上がります。お腹に力を入れて、そのまま息を止めず
に 5つ数えましょう。

おしりの筋肉のストレッチ
仰向けの姿勢から、片足を胸にゆっくり引き寄せて、
気持ちがいいところで、そのまま息を止めずにおよそ
30 秒伸ばしましょう。左右、両方やりましょう。

材料（２人分）

アサリむきみ缶 1 缶

ごぼう         1/4 本

ねぎ　 　　　　1/2 本

三つ葉　　　　 少々

卵　　　　　　 ２個

あさりの柳川煮

楽
友
会
栄
養
士
が
、

お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
を

ご
紹
介
し
ま
す

166kcal　塩分 1.3g

醤油　　　　　 大さじ１

みりん　　　　 大さじ１

酒　　　　　　 大さじ１

砂糖　　　　　 小さじ１

だし汁　　　　 適量（湯のみ半分程度）

新入職員をご紹介します !!

15

[

作
り
方]

①
ご
ぼ
う
は
包
丁
の
背
で
皮
を
こ
そ
ぎ
、
縦
半
分
に　

　

切
っ
て
か
ら
斜
め
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
水
に
さ
ら
す
。

②
ね
ぎ
は
斜
め
切
り
。
卵
は
割
り
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

③
鍋
に
だ
し
汁
を
加
え
、
ご
ぼ
う
を
入
れ
て
火
に
掛
け

　

る
。

④
ご
ぼ
う
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
ら
ね
ぎ
と
あ
さ
り
を
入

　

れ
て
調
味
料
を
加
え
る
。

⑤
④
の
鍋
に
割
り
ほ
ぐ
し
た
卵
を
回
し
入
れ
蓋
を
し
て

　

卵
と
じ
に
す
る
。

⑥
盛
り
付
け
る
時
に
三
つ
葉
を
散
ら
す
。

★
水
煮
缶
の
汁
に
は
旨
み
が
タ
ッ
プ
リ
入
っ
て
い
る
の     

で
だ
し
汁
と
し
て
使
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
塩
分
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
調
味
料
を
加
減
し
て
下

さ
い
。

季
節
の
食
材　

あ
さ
り
（春
・
秋
が
旬
）　

　

あ
さ
り
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
や
鉄
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
貧
血
予
防
に
効
果
的
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
に
は
肝
臓
の
機
能
を
強
化
し
た

り
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
働
き
が

あ
る
タ
ウ
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
は
た
ら
き
や
疲
労
回
復
等
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ナースの
お仕事

←

←

首はあまり曲げないよう
に注意しましょう

無理に筋肉を伸ばさな
いように注意しましょう

注
意
点

・
腰
痛
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
っ
て

　

症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
腰
痛
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
医
師
に
相
談
の
上
で　

　

行
っ
て
下
さ
い
。 楽

友
会
の
ナ
ー
ス
か
ら

お
役
立
ち
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

白楽荘　５Ｆ　ケアワーカー

木下　鮎美

平成２８年３月１日入職

今はまっていること

・音楽を聴くこと

・甥の洋服選び

・ダンス・ヨガ・

　ウォーキング

皆様へひとこと

何かと不慣れでご迷惑を

おかけすることも多いと

思いますが、一所懸命頑

張りますので、よろしく

お願いいたします。

特技は

フルート演奏 !!

多摩センター

地域包括支援センター

金子　恵介

平成２８年４月１日入職

今はまっていること

・自転車に乗ること。

　自転車レース観戦。

・アメリカのＴＶ

　ドラマを観ること

皆様へひとこと

だいぶ年のいった新入職員

ですが、これまでの経験を

活かしてがんばります。

特技は料理。

冷蔵庫にあるもので

３品つくる！！

白楽荘　６Ｆ　ケアワーカー

松永　栞

平成２８年４月１日入職

白楽荘　７Ｆ　ケアワーカー

畠中　桜

平成２８年４月１日入職

今はまっていること

アニメが大好きです。

アニメキャラグッズを集め

によく池袋へ出陣します♪

皆様へひとこと

よろしくお願いします !!

特技は

絵を描くこと !!

今はまっていること

ドライブに行くこと。

外に出てリフレッシュして

います !!

皆様へひとこと

皆様のお役に立てるよう、

一生懸命頑張ります。よろ

しくお願いします。

特技は

寝ること !!

栄養士ｓ
キッチン

'

白楽荘　７Ｆ　ケアワーカー

鈴木　麻美

平成２８年４月１日入職

今はまっていること

実家で飼っているゴール

デンレトリバー。休みの

度に会いに帰ります。

皆様へひとこと

がんばりますので、

よろしくお願いします。

食べることが大好き !!

バイキングにいっても

元は取れます !!

白楽荘　５Ｆ　ケアワーカー

清水　拓也

平成２８年４月１日入職

皆様へひとこと

「プーさん」と呼ばれてい

ました。好きな呼び方を

してください。

今はまっていること

・ＤＩＹ（本棚作りに挑戦 !!）

・自転車に乗ること

ディズニーグッズ

特にプーさんのものを

集めるのが好きです。



松が谷高校入口
島田療育センター入口

多摩中央署入口

●多摩中央署

●看護学校

●松が谷トンネル

楽友会
●セブンイレブン

松が谷バス停

松が谷南バス停

●バスターミナル

多摩ニュータウン通り

④

●東中野公園

京王多摩センター駅

小田急多摩センター駅

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

モ
ノ
レ
ー
ル

電車でお越しの場合

京王相模原線『京王多摩センター』駅下車中央口改札より徒歩約 15 分

小田急多摩線『小田急多摩センター』駅下車　西改札口より徒歩約 15 分

多摩都市モノレール『多摩センター』駅下車　改札より徒歩約 15 分

※各駅より当施設まで約 1 キロの距離です。ニュータウン通り側職員駐

車場内通用口からエレベーターをご利用ください

バスをご利用の場合

多摩センター駅バスターミナル④番乗場から

『聖蹟桜ヶ丘行き』に乗車

『松が谷南』もしくは『松が谷』下車　徒歩約５分

※東中野公園側施設正面玄関からお入りください。

多摩市白楽荘在宅サービスセンター

　【指定通所介護】　TEL：042-376-2942

　　　　　　　　  FAX：042-376-4962

　【指定訪問介護】　TEL：042-376-1866

　　　　　　　    FAX：042-376-4962　

白楽荘居宅介護支援事業所

　　TEL：042-376-4968　FAX：042-376-4962

多摩市多摩センター地域包括支援センター

　　TEL：042-376-2941　FAX：042-376-1815

特別養護老人ホーム　白楽荘

　　TEL：042-376-1811　FAX：042-371-1562

軽費老人ホーム（A型）偕楽荘

　　TEL：042-376-1711　FAX：042-337-0327

社会福祉法人　楽 友 会

〒206-0042　

東京都多摩市山王下 1-18-2

　TEL：042-374-4649（代）FAX：042-371-1562

ホームページ：http://www.rakuyuukai.com/ もしくは『社会福祉法人　楽友会』と検索してください。

取材・編集：楽友会　広報委員会

　蛯子　誠子　　　　　特別養護老人ホーム　白楽荘

　堺　　佳代 　　　　 訪問介護事業所

　吉澤　久美　　　　　経営管理本部

　岡　　靖晃　　　　　軽費老人ホーム　偕楽荘

  　

監修

　鶴岡　哲也　　　　　特別養護老人ホーム　白楽荘

本誌に関するご意見、ご要望をお寄せください。

kouhou ＠ rakuyuukai.com


